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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はヒトグアニンヌクレオチド交換因子をコードしています。CRKのSH3ドメインに結合し、RasファミリーGTPaseの複数のメンバーを活性化することにより、CRKからのシグナルを伝達します。このシグナル伝達カスケードは、アポトーシス、インテグリンを介したシグナル伝達、および細胞形質転換に関与している可能性があります。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントがいくつか報告されていますが、一部のバリアントの全長は未だ解明されていません。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：CRKのSH3ドメインおよびGRB2/ASHに結合するグアニンヌクレオチド放出タンパク質。 CRKからのシグナルを伝達し、RASを活性化する。,類似性：N末端Ras-GEFドメインを1つ含む。,類似性：Ras-GEFドメインを1つ含む。,サブユニット：CRKのSH3結合部位を介してCRKと相互作用する。,組織特異性：成体および胎児において普遍的に発現する。成体では骨格筋と胎盤、胎児では脳と心臓で高い発現を示す。成体および胎児では肝臓での発現レベルが低い。,
	研究分野
	アクチンダイナミクスの制御; AMPK
	画像データ
	

	RapGEF1（リン酸化Tyr504）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	Na3VO4 0.3nM 40°処理したHepG2細胞ライセートのRapGEF1（リン酸化Tyr504）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

